
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともバインダー樹脂と離型 を有するトナーにおいて、有機溶媒中に、ウレア結
合し得る変性ポリエステル樹脂を含むトナー組成物材料を溶解及び／又は分散させ、これ
を水系媒体中に分散し、 該水系媒体中で重付加反応させ、この分散液
中の該有機溶媒と該水系媒体を除去、洗浄して得られるトナーであって、該トナーは、

変性体 含み、該変性体 は、該離型 を含有した状態で該バ
インダー樹脂中に非溶解状で分散され、かつ該変性体 は、離型剤の一部が平均エステ
ル基濃度８～３０重量％のビニルモノマーで変性されている であることを特徴とする
画像形成用カラートナー。
【請求項２】
　前記トナー中のバインダー樹脂がテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）不溶解成分を

含有し、ＴＨＦ溶解成分のＧＰＣによる重量平均分子量が１０，０００～５０，０
００であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成用カラートナー。
【請求項３】
　バインダー樹脂及び着色剤を予め水と共に混練させたトナー組成物材料を用いることを
特徴とする請求項１または２に記載の画像形成用カラートナー
【請求項４】
　前記離型 が、カルナウバワック 成エステルワックスの中から選ばれる少なくと
も１種からなることを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の画像形成用カラート
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ナー。
【請求項５】
　前記変性体 を構成する離型剤が、ポリオレフィン系樹脂であることを特徴とする請
求項１乃至４のいずれかに記載の画像形成用カラートナー。
【請求項６】
　前記変性体 の含有量Ｙと前記離型 Ｘの含有量との重量比Ｙ／Ｘが０．１～３であ
ることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像形成用カラートナー。
【請求項７】
　重量平均粒径が２．５～８．０μｍで、（重量平均粒径／個数平均粒径）が１．２５以
下であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の画像形成用カラートナー。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の画像形成用カラートナーとキャリアよりなることを
特徴とする現像剤。
【請求項９】
　静電荷像保持体表面に形成したトナー像を転写媒体に転写した後、該トナー像を有端も
しくは無端ベルトと接触させながらトナー像を定着する画像形成装置であって、該トナー
像を形成するトナーとして、請求項１乃至７のいずれかに記載のカラートナーを用いるこ
とを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の画像形成用カラートナーが充填されたことを特徴と
するトナー容器。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のトナー容器が装着されたことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、電子写真や静電記録などにおいて、感光体表面に形成された静電荷像を顕像化
する静電荷像現像用トナー、及び該トナーを用いた現像剤、画像形成装置及びカラートナ
ーが収納されたトナー容器に関する。
【０００２】
【従来技術】
電子写真法、静電印刷法、静電記録法等で形成される静電荷像は、乾式法の場合には、帯
電付与部材により摩擦帯電されたバインダー樹脂及び着色剤を主成分とする乾式トナーに
より現像された後、コピー紙上に転写・定着される。このとき、高画質の画像を得るため
には、感光体上に形成された潜像を、どのような状況においても忠実にトナーを用いて現
像できるかが最も重要な技術課題の一つであり、現在各種検討がなされている。
【０００３】
この高画質を達成するために現像剤に求められる特性としては、保存性（耐ブロッキング
性）、搬送性、現像性、転写性、帯電性、定着性等が挙げられる。
一般に、乾式のトナー像を記録媒体に定着する方法としては、平滑な表面を持ったローラ
やベルトを加熱しトナーと圧着する接触加熱定着方法が多用されている。この方法の場合
、熱効率が高く高速定着が可能であり、カラートナーに光沢や透明性を与えることが可能
であるという利点がある反面、加熱定着部材表面と溶融状態のトナーとを加圧下で接触さ
せた後剥離するために、トナー像の一部が定着ローラ表面に付着して別の画像上に転移す
る、いわゆるオフセット現象が生じる。このオフセット現象を防止することを目的として
、離型性に優れたシリコーンゴムやフッ素樹脂で定着ローラ表面を形成し、さらにその定
着ローラ表面にシリコーンオイル等の離型オイルを塗布する方法が一般に採用されていた
。この方法は、トナーのオフセットを防止する点では極めて有効であるが、離型オイルを
供給するための装置が必要であり、定着装置が大型化しコスト高になってしまう。このた
めモノクロトナーでは、溶融したトナーが内部破断しないように結着樹脂（バインダー樹
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脂）の分子量分布の調整等でトナーの溶融時の粘弾性を高め、さらにトナー中にワックス
等の離型剤を含有させることにより、定着ローラに離型オイルを塗布しない、あるいはオ
イル塗布量をごく微量とする方法が採用される傾向にある。
【０００４】
しかしながら、フルカラー電子写真法によるカラー画像形成では、一般に３原色であるイ
エロー、マゼンタ、シアンの３色のカラートナー又はそれに黒色を加えた４色のカラート
ナーを積層させて全ての色の再現を行なうものであり、色再現性に優れ、鮮明なフルカラ
ー画像を与えるトナーが必要とされている。鮮明なフルカラー画像を得るには、定着され
たトナー画像表面をある程度平滑にして光散乱を減少させる必要があり、溶融時の粘弾性
を低下させねばならず、フルカラー画像形成の場合には光沢のないモノクロトナーよりも
オフセットし易く、定着装置のオイルレス化や微量塗布化がより困難となる。また、トナ
ー中に離型剤を含有させると、トナーの付着性が高まって転写紙への転写性が低下し、さ
らにトナー中の離型剤がキャリア等の摩擦帯電部材を汚染し帯電性を低下させることによ
り現像剤の耐久性が低下するという問題を生じる。
【０００５】
定着方法については、いわゆる装置構成が簡易で取扱いが容易な熱ローラ定着方式が採用
されている例が多い。しかしながら、上述の従来多用されてきた熱ローラ定着では、以下
のような問題を含む。
（１）熱ローラが所定温度に達するまでのウエイト時間がある。
（２）記録材の通過あるいは他の外的要因で加熱ローラの温度が変動することによる定着
不良やオフセット現象を防止するために、加熱ローラを最適な温度に維持する必要があり
、このためには加熱ローラあるいは加熱体の熱容量を大きくしなければならない。
また、一般的に粘性の低いフルカラートナーにおいては、
（３）ローラの曲率のため、オフセットや排紙時のローラへの巻き付きの問題もあり、離
型オイルを塗布することと、そのオイルタンクを備えることが必要であった。
【０００６】
これらの問題に対して、ベルト加熱定着方式が提案され、さらにベルト定着でオイルを塗
布しない方式（オイルレス方式）や微量塗布の方式が提案されている。しかし、前記のよ
うにフルカラーのローラ定着方式では、厚みのある弾性体からなるローラを使用する場合
が多く、高い圧力がかかっていることが多いのに比較して、ベルト定着方式での加圧は小
さく、高光沢を得る手段としての加圧の効果は少ない。
【０００７】
ベルト定着で高光沢を得る方法としては以下に示すような方法がある。
特開平２－１６０２５０号公報には、平均粒径と微粉、粗粉の含有量を規定し、トナー層
表面に凸凹をなくす方法が記載されている。しかし、この方法の場合、記録媒体上に凹凸
が少なくトナーが付着していても、光沢のある画像が得られるとは限らない。
また、平滑性を上げて高光沢を得る方法として以下に示す方法がある。
特開平１１－１２５９４８号公報では、ＯＨＰシート上の画像の表面粗度を規定する方法
が記載されている。しかし、この方法の場合、ＯＨＰシートと紙では表面性が違うため、
ＯＨＰシート上の画像の表面粗さを規定しても、紙の表面性によってはオフセット性や光
沢性が良好とは言えない。
【０００８】
一方、これまでフルカラー画像では高光沢画像が多く望まれていたが、プリンタの出力用
としての需要が多くなったことから、あまり高すぎる光沢は嫌われる場合もある。また、
光沢のない画像が望まれる場合もある。したがって、場合によって異なる光沢の画像が得
られることが要求されている。この課題に対して、特開平４－１９４９６７号公報のよう
に１つの定着装置で高光沢と非光沢を選択できる定着方式が提案されている。しかし、高
光沢を得る条件は、オフセット発生に対しては不利な方向となるため、条件次第ではオフ
セットに対する余裕度が不充分な場合がある。特に、べタ部ではオフセットが発生しない
が、ハーフトーン部ではオフセットとなる（微少オフセット）問題もある。
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また、条件による光沢の変化程度次第では、変化が大きすぎ、各条件での光沢レベルが不
安定になる場合がある。
【０００９】
このような状況においてトナーに関して従来提案されている事柄は、例えば、特開平８－
２２０８０８号公報では軟化点９０～１２０℃の線型ポリエステル樹脂とカルナバワック
スを用いたトナーが、特開平９－１０６１０５号公報では互いに相溶する軟化点の異なる
樹脂とワックスからなるトナーが、特開平９－３０４９６４号公報ではポリエステル樹脂
とワックスの溶融粘度を規定したトナーが、特開平１０－２９３４２５号公報では軟化点
９０～１２０℃のポリエステル樹脂とライスワックス、カルナバワックス及びシリコーン
オイル含有したトナーが、特開平５－６１２４２号公報ではワックス内包型の重合法トナ
ーがそれぞれ提案されている。しかし、これらのトナーはいずれも、適度な光沢を持たせ
ながら、定着ローラに離型オイルを塗布しない、あるいはオイル塗布量をごく微量とした
定着方法でも、オフセット防止性が未だ不充分である上、転写性、耐久性、湿度に対する
帯電の安定性、粉砕性に優れたトナーとはなっていない。
【００１０】
近年、市場では高品質の画像に対する要求が高まり、従来のような重量平均粒径が９～１
５μｍのトナーでは充分な高画質が得られなくなってきており、さらに小粒径のトナーが
求められている。
トナーは小粒径になればなるほど、その比表面積が大きくなることから、母体の着色粒子
の粉体流動性は低下し、流動性付与のために表面処理剤としての添加剤の多量外添が必要
とされ、所望の流動性を得ようとすると上記副作用がより顕著に見られる方向となってい
た。また、ストレス等による離型剤の遊離が生じたり、特に粉砕法で作られるトナーでは
、その製造時に分子量分布が狭く、もろい離型剤が粉砕界面となりやすいために、離型剤
自身の表面への露出が生じたり、微粉に多く含まれることがあった。したがって、高画質
化のためのトナー小粒径化は、フィルミングに対して更に厳しくなる。
【００１１】
これらの問題を解決するためには、小粒径で且つ狭い粒径分布を有するトナーが理想的で
あると考えられるが、従来の粉砕トナーは、熱可塑性樹脂中に、着色剤、帯電制御剤、オ
フセット防止剤などを溶融混合して均一に分散させ、得られた組成物を粉砕、分級するこ
とによりトナーを製造しており、このようなトナー製造法では、高範囲の粒径分布が形成
され易く、良好な解像度と階調性のある複写画像を得ようとすると、例えば、粒径５μｍ
以下の微粉と２０μｍ以上の粗粉を分級により除去しなければならず、収率が非常に低く
なるという欠点がある。特にカラートナーの場合、粉砕法では、着色剤や帯電制御剤など
を熱可塑性樹脂中に均一に分散することが困難である。配合剤の不均一な分散は、トナー
の流動性、現像性、耐久性、画像品質などに悪影響を及ぼしてしまう。
【００１２】
近年、これらの粉砕法における問題点を克服するために、重合法によるトナーの製造方法
が提案され、実施されている。重合法によれば、従来の粉砕工程、練り工程を省くことが
でき、省エネルギー、生産時間の短縮、工程収率の向上等、コスト削減の寄与が大きく、
さらに、トナー粒子を小粒径にすると同時に粒度分布も粉砕法に較べてシャープな分布に
することが容易で、高画質化への寄与も大きい。公知技術としては、例えば懸濁重合法、
乳化重合法、ポリマー懸濁法などが知られている。
【００１３】
懸濁重合法は、重合性単量体および重合開始剤と着色剤などのトナー組成物材料を、分散
剤の存在する水系媒体中に懸濁した後、重合させることによってトナー粒子を得る方法で
ある。この方法の問題点としては、使用できる原材料がスチレン－アクリル樹脂に限定さ
れるため、特にフルカラートナーに好適なポリエステルを適用することができないこと、
低温定着性と耐ホットオフセット性を両立させるための分子量分布の２山化や、微妙な制
御が困難であること、得られる形状が球形であるためクリーニング不良が起こりやすいこ
と、などが挙げられる。
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【００１４】
乳化重合法は、重合性単量体と重合開始剤を界面活性剤を含有する水中に乳化して重合し
、得られた微小粒子を凝集・融着させてトナー粒子を得る方法である。この方法は不定形
の粒子を得ることができるため、クリーニング性においては懸濁重合トナーより優れる。
しかし、懸濁重合法と同様にポリエステルの使用が難しく、分子量制御も困難であること
に加え、界面活性剤が水洗浄工程を経ても表面だけでなく粒子内部にも多量に残存し、ト
ナーの帯電の環境安定性を損ない、かつ帯電量分布を広げ、得られた画像の地汚れが不良
となる。また、残存する界面活性剤により、感光体や帯電ローラ、現像ローラ等を汚染し
てしまい、本来の帯電能力を発揮できなくなってしまうなどの問題がある。
【００１５】
ポリマー懸濁法は、結着樹脂としてのポリマーおよびトナー組成物材料を低沸点有機溶媒
などの揮発性溶剤に分散、溶解させ、これを分散剤の存在する水系媒体中で乳化、液滴化
した後に揮発性溶剤を除去するものであり、重合反応を伴わない水中造粒法である。この
方法はポリエステルを使用できる点において優れるが、トナー組成物材料を溶剤に分散ま
たは溶解させる工程を含むため、高分子量、架橋型樹脂を使用することができず、造粒す
るだけであって、分子量設計を伴う重合反応調節ができないので、定着特性の制御が充分
にできないという問題がある。
【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、適度な画像光沢を与えるとともに色再現性に優れ、定着ローラに離型オイルを
塗布しない、あるいはオイル塗布量をごく微量とした定着方法でも充分なオフセット防止
性があると同時に、転写性、耐久性、湿度に対する帯電の安定性に優れたカラートナー、
該トナーを用いる画像形成装置及び該トナーを充填したトナー容器を提供することをその
課題とする。また、本発明は、定着部が所定温度に達するまでのウエイト時間が短いベル
ト加熱定着を用いても、適度な画像光沢があり色再現性に優れ、離型オイルを塗布しない
、あるいはオイル塗布量をごく微量とした定着方法でも充分なオフセット防止性があると
同時に転写性、耐久性、湿度に対する帯電の安定性に優れたカラートナー、該トナーを用
いる画像形成装置及び該トナーを充填したトナー容器を提供することを他の課題とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　本発明者らは、前記課題を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、本発明を完成するに至っ
た。
　すなわち、上記課題は、本発明の（１）「少なくともバインダー樹脂と離型 を有する
トナーにおいて、有機溶媒中に、ウレア結合し得る変性ポリエステル樹脂を含むトナー組
成物材料を溶解及び／又は分散させ、これを水系媒体中に分散し、 該
水系媒体中で重付加反応させ、この分散液中の該有機溶媒と該水系媒体を除去、洗浄して
得られるトナーであって、該トナーは、 変性体 含み、該変性
体 は、該離型 を含有した状態で該バインダー樹脂中に非溶解状で分散され、かつ該
変性体 は、離型剤の一部が平均エステル基濃度８～３０重量％のビニルモノマーで変
性されている であることを特徴とする画像形成用カラートナー」、
（２）「前記トナー中のバインダー樹脂がテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）不溶解成分を

含有し、ＴＨＦ溶解成分のＧＰＣによる重量平均分子量が１０，０００～５
０，０００であることを特徴とする前記第（１）項に記載の画像形成用カラートナー」、
（３）「バインダー樹脂及び着色剤を予め水と共に混練させたトナー組成物材料を用いる
ことを特徴とする前記第（１）項または第（２）項に記載の画像形成用カラートナー」、
（４）「前記離型 が、カルナウバワック 合成エステルワックスの中から選ばれる
少なくとも１種からなることを特徴とする前記第（１）項乃至第（３）項のいずれかに記
載の画像形成用カラートナー」、
（５）「前記変性体 を構成する離型剤が、ポリオレフィン系樹脂であることを特徴と
する前記第（１）項乃至第（４）項のいずれかに記載の画像形成用カラートナー」、
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（６）「前記変性体 の含有量Ｙと前記離型 Ｘの含有量との重量比Ｙ／Ｘが０．１～
３であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像形成用カラートナー」
、
（７）「重量平均粒径が２．５～８．０μｍで、（重量平均粒径／子数平均粒径）が１．
２５以下であることを特徴とする前記第（１）項乃至第（６）項の何れかに記載の画像形
成用カラートナー」によって解決される。
【００１８】
また、上記課題は、本発明の（８）「前記第（１）項乃至第（７）項のいずれかに記載の
画像形成用カラートナーとキャリアよりなることを特徴とする現像剤」によって解決され
る。
【００１９】
また、上記課題は、本発明の（９）「静電荷像保持体表面に形成したトナー像を転写媒体
に転写した後、該トナー像を有端もしくは無端ベルトと接触させながらトナー像を定着す
る画像形成装置であって、該トナー像を形成するトナーとして、前記第（１）項乃至第（
７）項のいずれかに記載のカラートナーを用いることを特徴とする画像形成装置」によっ
て解決される。
【００２０】
また、上記課題は、本発明の（１０）「前記第（１）項乃至第（７）項のいずれかに記載
の画像形成用カラートナーが充填されたことを特徴とするトナー容器」によって解決され
る。
【００２１】
また、上記課題は、本発明の（１１）「前記第（１０）項に記載のトナー容器が装着され
たことを特徴とする画像形成装置」によって解決される。
【００２２】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明は、少なくとも着色剤、バインダー樹脂、離型 を含有した混合物からなる画像
形成用カラートナーの改良に関するもので、以下の特徴点を有する。
（１）本発明のトナーは、有機溶媒中に、ウレア結合し得る変性ポリエステル系樹脂を含
むトナー組成物材料を溶解及び／又は分散させ、これを水系媒体中に分散し、

水系媒体中で重付加反応させ、この分散液の溶媒と該水系媒体を除去、洗浄して
得られるトナーであって、該トナーは、さらに変性体 を含み、該変性体 は、該離
型 を含有した状態で該バインダー樹脂中に非溶解状で分散され、かつ該変性体 は、
離型剤の一部が平均エステル基濃度８～３０重量％のビニルモノマーで変性されてい
とを内容とする画像形成用カラートナーである。ほぼ設計どおりの分子量のトナー組成物
であり、したがって所望物性を有するトナー組成物が比較的簡単に得られる。逐次的に進
行する重付加反応の程度が、反応材料の量調節等により、比較的簡単に調節されるためで
あると思われる。
（２）バインダー樹脂と離型 として用いるワックスとが相互に非相溶性で、連続相を形
成するバインダー樹脂中に該ワックスが分散した構造を有する。
（３）該バインダー樹脂には、該バインダー樹脂とは非相溶性の変性体 が非溶解状で
分散した構造を有する。
（４）前記変性体 には、離型 （典型的にはワックス）の少なくとも一部が含有され
ている。この場合、離型 が変性体 の一部に取り込まれている。特に、変性体 の
離型剤の部分（離型部位としてのワックス部位）に選択的に取り込まれている。これらの
結果、本発明のトナーにおいては、バインダー樹脂中に離型 のドメインが適切に存在す
ることになるので、必要時にのみ、必要な離型性発揮のための充分量の離型 がバインダ
ー樹脂中から放出される。
（５）前記変性体 は、少なくとも離型剤の一部（離型部位の一部）が平均エステル基
濃度８～３０重量％のビニルモノマーで変性されており、主な基本構成としては、ワック
スからなる主鎖とビニルポリマーからなる側鎖（グラフト鎖）とからなる。該ビニルポリ
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マー鎖からなる側鎖中には、エステル基を有するビニルモノマー成分が含有され、その平
均エステル基濃度はビニルポリマー鎖中８～３０重量％であ
【００２３】
　本発明で用いる変性体 において、その一部を構成する離型剤（離型部位）は、通常
、８０～１７０℃、好ましくは９０～１６０℃の軟化点を有する。その数平均分子量（Ｍ
ｎ）は５００～１５，０００、好ましくは１，０００～５，０００であり、その重量平均
分子量（Ｍｗ）は（８００）～（１００，０００）、好ましくは１，５００～６０，００
０である。Ｍｗ／Ｍｎは１．１～７．０、好ましくは１．３～４．０である。
　この側鎖中の平均エステル基濃度は８～３０重量％，好ましくは１０～２５重量％であ
る。
【００２４】
　本発明で用いる前記変性体 において、その数平均分子量（Ｍｎ）は１，５００～１
００，０００、好ましくは２，８００～２０，０００である。その重量平均分子量（Ｍｗ
）は２，０００～１００，０００、好ましくは５，０００～５０，０００である。そのＭ
ｗ／Ｍｎは１．１～４０、好ましくは３～３０である。そのガラス転移点は４０～９０℃
、好ましくは５０～７０℃である。その軟化点は８０～１５０℃、好ましくは９０～１３
０℃である。
【００２５】
　本発明のトナーにおいて、その離型 （典型的にはワックス）は、その少なくとも一部
が変性体 中に内包されている。この場合の内包とは、「変性体 のワックス部位（
離型部位）と離型 （ワックス）の相溶性が良好なため、選択的に変性体 のワックス
部位に離型 （ワックス）が取り込まれること又は付着していること」を意味する。
　変性体 中に含まれる離型 （ワックス）の量は、変性体 １００重量部に対して
３３～１，０００重量部、好ましくは５０～３００重量部の割合である。トナー中に含ま
れる全ワックスのうち、８０重量％以上、好ましくは、９０重量％以上が変性体 中に
含有されることが好ましい。
　本発明のトナーの場合、離型 （ワックス）がトナー粒子の表面近傍に存在する場合で
も、従来のトナー粒子の場合とは異なり、従来のトナー粒子表面に存在する場合に見られ
る各種の問題は起きにくいため、ワックスの分散径を比較的大きくすることができる。そ
の結果、ワックスをトナー表面から容易にしみ出しやすくして離型効果を高くすることが
できる。
【００２６】
　また、変性体 は、その樹脂中での分散径が大きいほど、離型 （ワックス）を取り
込み易く又は付着し易くトナー表面から離型 を容易にしみ出し易く又は離脱し易くする
。しかし、樹脂中の変性体 の分散径が余りにも大きくなると、それに内包されている
ワックスの分散系も大きくなる傾向を示す。
　樹脂中の変性体 の分散径は、その長軸の長さで、０．１～２．５μｍ、好ましくは
０．３～２．０μｍである。さらに好ましくは、０．３から１．５μｍである。長軸径が
２．５μｍを越える変性体 粒子は、樹脂中に実質的に含まれないのが好ましい。それ
が樹脂中に含まれても、その長軸径が２．５μｍより大きい変性体 粒子の割合は、個
数％で、１％以下、好ましくはゼロ％にするのがよい。より好ましくは、長軸径２．５μ
ｍを越える変性体 粒子の割合は、個数％で、１％以下、より好ましくはゼロ％にする
のがよい。
【００２７】
　本発明で用いる樹脂は、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）に不溶解の成分が存在すること
が好ましい。また、変性体 は、ＴＨＦに溶解性のものであることが好ましい。一般的
に用いられ、光沢を発現し易い樹脂は、不溶解成分を実質的に含有しないものであったが
、本発明のトナーは、その構造上から不溶解成分を含有しても光沢を充分に発現させるこ
とができるものである。
　バインダー樹脂のＴＨＦ可溶分によるＧＰＣの重量平均分子量（Ｍｗ）は、１万～５万
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であることが好ましい。不溶解成分を含んでいるが、このような分子量のバインダー樹脂
を用いることにより、適度の光沢を有するカラートナーを得ることが可能となる。フルカ
ラー画像は、色再現性の面からその光沢は１０％以上であることが好ましいが、このよう
な光沢を与えるトナーは、従来はＴＨＦ不溶解分を含まない、実質的にＴＨＦ溶解性のも
のであったが、本発明ではＴＨＦ不溶解成分を含み、重量平均分子量（Ｍｗ）が５万以下
、より好ましくは３万以下のバインダー樹脂を用いることにより、充分なホットオフセッ
ト性を維持しながら低温定着との両立を図ることができる。また、バインダー樹脂の重量
平均分子量（Ｍｗ）が５万を越えると、得られるトナーの定着性が不充分なものとなる。
なお、ＴＨＦ不溶解成分量は、５％～３０％がホットオフセット性と低温定着性を両立さ
せる範囲として最適であり、ここで、５％未満だとホットオフセット性が劣り、３０％を
越えると低温定着性の悪化が見られた。
【００２８】
本発明におけるＴＨＦ不溶解成分の測定は次のように行なった。トナー１．０ｇを秤量し
、これにＴＨＦ５０ｇを加えて２０℃で２４時間静置する。これをＪＩＳ規格（Ｐ３８０
１）５種Ｃの定量ろ紙を用いて常温でろ過する。乾燥後ろ紙残渣を秤量し、用いたトナー
とろ紙残渣の比（重量％）で表わす。ろ紙残渣の中には、顔料などの固形物や、ワックス
がＴＨＦに不溶であればワックスなどが存在するので、熱分析により別途求める。
【００２９】
また、ＴＨＦ溶解成分によるＧＰＣを用いた分子量は、次のように求められる。４０℃の
ヒートチャンバー内でカラムを安定させ、この温度におけるカラムに、溶媒としてＴＨＦ
を毎分１ｍｌの流速で流し、試料濃度として０．０５～０．６重量％に調整したトナー母
体のＴＨＦ試料溶液を２００μｌ注入して測定する。ＴＨＦ試料溶液は注入前に０．４５
μｍの液クロ用フィルターで、ＴＨＦ不溶成分を除去する。トナーの試料の分子量測定に
あたっては、試料の有する分子量分布を数種の単分散ポリスチレン標準試料により作製さ
れた検量線の対数値とカウント数との関係から算出した。検量線作製用の標準ポリスチレ
ン試料としては、例えば、 Pressure Chemical Co.あるいは、東洋ソーダ工業社製の分子
量が６×１０２ 、２．１×１０３ 、４×１０３ 、１．７５×１０４ 、５．１×１０４ 、１
．１×１０５ 、３．９×１０５ 、８．６×１０５ 、２×１０６ 、４．４８×１０６ のもの
を用い、少なくとも１０点程度の標準ポリスチレン試料を用いるのが適当である。また検
出器にはＲＩ（屈折率）検出器を用いる。
結着樹脂のＴｇは、理学電機社製のＲｉｇａｋｕ  ＴＨＲＭＯＦＬＥＸ  ＴＧ８１１０によ
り、昇温速度１０℃／ｍｉｎの条件にて測定される。
【００３０】
　また、本発明では、少なくとも結着樹脂、該結着樹脂と非相溶の離型 および着色剤か
らなる電子写真用カラートナーにおいて、結着樹脂と着色剤の混合物を予め有機溶剤と共
に混練させることにより、初期的に結着樹脂と着色剤が充分に付着した状態となって、分
散が効果的に行なわれる条件になり、結着樹脂中での着色剤の分散が良好で、着色剤の分
散径が小さくなり、良好な透明性が得られる。
【００３１】
混練されるバインダー樹脂としては、変性、未変性ポリエステル樹脂の他にポリスチレン
、ポリｐ－クロロスチレン、ポリビニルトルエンなどのスチレン及びその置換体の重合体
；スチレン－ｐ－クロロスチレン共重合体、スチレン－プロピレン共重合体、スチレン－
ビニルトルエン共重合体、スチレン－ビニルナフタリン共重合体、スチレン－アクリル酸
メチル共重合体、スチレン－アクリル酸エチル共重合体、スチレン－アクリル酸ブチル共
重合体、スチレン－アクリル酸オクチル共重合体、スチレン－メタクリル酸メチル共重合
体、スチレン－メタクリル酸エチル共重合体、スチレン－メタクリル酸ブチル共重合体、
スチレン－α－クロルメタクリル酸メチル共重合体、スチレン－アクリロニトリル共重合
体、スチレン－ビニルメチルケトン共重合体、スチレン－ブタジエン共重合体、スチレン
－イソプレン共重合体、スチレン－アクリロニトリル－インデン共重合体、スチレン－マ
レイン酸共重合体、スチレン－マレイン酸エステル共重合体などのスチレン系共重合体；
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ポリメチルメタクリレート、ポリブチルメタクリレート、ポリ塩化ビニル、ポリ酢酸ビニ
ル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、エポキシ樹脂、エポキシポリオール
樹脂、ポリウレタン、ポリアミド、ポリビニルブチラール、ポリアクリル酸樹脂、ロジン
、変性ロジン、テルペン樹脂、脂肪族叉は脂環族炭化水素樹脂、芳香族系石油樹脂、塩素
化パラフィン、パラフィンワックスなどが挙げられ、単独あるいは混合して使用できる。
【００３２】
　前記の結着樹脂と着色剤の混合物を予め有機溶剤と共に混練させる具体的な方法として
は、例えば、結着樹脂、着色剤及び有機溶剤を、ヘンシェルミキサー等のブレンダーにて
混合した後、得られた混合物を二本ロール、三本ロール等の混練機により、結着樹脂の溶
融温度よりも低い温度で混練して、サンプルを得る。
　また、有機溶剤としては、結着樹脂との溶解性を考慮しながら、一般的なものを使用で
きるが、特に、アセトン、トルエン、ブタノン等が、着色剤の分散性の面から好ましい。
この製法によると、得られるカラートナーに含有される着色剤粒子の粒径が小さくなるば
かりでなく、該粒子の分散状態の均一性が高くなるため、ＯＨＰによる投影像の色の再現
性がより一層良くなる。さらに、結着樹脂とは非相溶の離型 が結着樹脂中に分散されて
いるため、定着時に離型 がトナー表面からしみ出して、定着部材にオイルを塗布しない
状態においても、充分な耐オフセット性を有する。ここで、離型 が結着樹脂に相溶する
場合には定着時の離型 のしみ出し効果がなくなり、オフセットが発生しやすくなる。
【００３３】
さらに、本発明で用いられるトナー中の化合物（Ｉ）の個数平均径は０．５μｍ以下であ
ることが望ましく、好ましくは０．４μｍ以下、より好ましくは０．３μｍ以下が望まし
い。
トナー中の化合物（Ｉ）の個数平均径が０．５μｍより大きいときには、顔料の分散性が
充分なレベルには到らず、これでは特定の樹脂と、特定の粒径を有する着色剤を用いても
目的とする透明性は得られない。
基本的に０．１μｍより小さい微小粒径の着色剤は、光の反射、吸収特性に悪影響を及ぼ
さないと考えられる。０．１μｍ未満の着色剤の粒子は良好な色再現性と、定着画像を有
するＯＨＰシートの透明性に貢献する。一方、０．５μｍより大きな粒径の着色剤が多く
存在していると、どうしてもＯＨＰシートの投影画像の明るさ及び彩かさが低下する傾向
がある。
さらに、０．５μｍより大きな粒径の着色剤が多く存在していると、トナー粒子表面から
着色剤が脱離し、カブリ、ドラム汚染、クリーニング不良といった種々の問題を引き起こ
しやすい。さらにこのようなトナーを二成分系現像剤として用いるときは、キャリア汚染
といった問題も引き起こし、多数枚耐久において安定した画像が得られにくい。当然良好
な色再現性も望めないし、均一な帯電性も得られにくい。
【００３４】
（Ｄｖ／Ｄｎ（重量平均粒径／個数平均粒径の比））
さらに、本発明のトナーにおいて、その粒径は特に制約されないが、細線再現性にすぐれ
た高画質を得る点からは、重量平均粒径（Ｄｖ）で、２．５～８．０μｍ、好ましくは３
．０～７．０μｍが良い。また、個数平均粒径（Ｄｎ）との比（Ｄｖ／Ｄｎ）が１．２５
以下、好ましくは１．１０～１．２５である乾式トナーにより、耐熱保存性、低温定着性
、耐ホットオフセット性のいずれにも優れ、とりわけフルカラー複写機などに用いた場合
に画像の光沢性に優れ、更に二成分現像剤においては、長期にわたるトナーの収支が行な
われても、現像剤中のトナー粒子径の変動が少なくなり、現像装置における長期の攪拌に
おいても、良好で安定した現像性が得られる。また、一成分現像剤として用いた場合にお
いて、トナーの収支が行なわれても、トナーの粒子径の変動が少なくなると共に、現像ロ
ーラへのトナーのフィルミングや、トナーを薄層化するためのブレード等の部材へのトナ
ーの融着がなく、現像装置の長期の使用（攪拌）においても、良好で安定した現像性及び
画像が得られた。
【００３５】

10

20

30

40

50

(9) JP 3948716 B2 2007.7.25

剤
剤

剤
剤



一般的には、トナーの粒子径は小さければ小さいほど、高解像で高画質の画像を得るため
に有利であると言われているが、逆に転写性やクリーニング性に対しては不利である。ま
た、本発明の範囲よりも重量平均粒子径が小さい場合、二成分現像剤では現像装置におけ
る長期の攪拌においてキャリアの表面にトナーが融着し、キャリアの帯電能力を低下させ
たり、一成分現像剤として用いた場合には、現像ローラへのトナーのフィルミングや、ト
ナーを薄層化するためのブレード等の部材へのトナーの融着を発生させやすくなる。
【００３６】
また、これらの現象は微粉の含有率が本発明の範囲より多いトナーにおいても同様である
。逆に、トナーの粒子径が本発明の範囲よりも大きい場合には、高解像で高画質の画像を
得ることが難しくなると共に、現像剤中のトナーの収支が行なわれた場合にトナーの粒子
径の変動が大きくなる場合が多い。また、重量平均粒子径／個数平均粒子径が１．２５よ
りも大きい場合も同様であることが明らかとなった。
【００３７】
（ウレア変性ポリエステル）
ウレア結合で変性されたポリエステル（ｉ）としては、イソシアネート基を有するポリエ
ステルプレポリマー（Ａ）とアミン類（Ｂ）との反応物などが挙げられる。イソシアネー
ト基を有するポリエステルプレポリマー（Ａ）としては、ポリオール（１）とポリカルボ
ン酸（２）の重縮合物でかつ活性水素基を有するポリエステルをさらにポリイソシアネー
ト（３）と反応させたものなどが挙げられる。上記ポリエステルの有する活性水素基とし
ては、水酸基（アルコール性水酸基およびフェノール性水酸基）、アミノ基、カルボキシ
ル基、メルカプト基などが挙げられ、これらのうち好ましいものはアルコール性水酸基で
ある。
【００３８】
ポリオール（１）としては、ジオール（１－１）および３価以上のポリオール（１－２）
が挙げられ、（１－１）単独、または（１－１）と少量の（１－２）の混合物が好ましい
。ジオール（１－１）としては、アルキレングリコール（エチレングリコール、１，２－
プロピレングリコール、１，３－プロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、１，
６－ヘキサンジオールなど）；アルキレンエーテルグリコール（ジエチレングリコール、
トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロ
ピレングリコール、ポリテトラメチレンエーテルグリコールなど）；脂環式ジオール（ 1,
4-シクロヘキサンジメタノール、水素添加ビスフェノールＡなど）；ビスフェノール類（
ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビスフェノールＳなど）；上記脂環式ジオールの
アルキレンオキサイド（エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイ
ドなど）付加物；上記ビスフェノール類のアルキレンオキサイド（エチレンオキサイド、
プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイドなど）付加物などが挙げられる。これらのう
ち好ましいものは、炭素数２～１２のアルキレングリコールおよびビスフェノール類のア
ルキレンオキサイド付加物であり、特に好ましいものはビスフェノール類のアルキレンオ
キサイド付加物、およびこれと炭素数２～１２のアルキレングリコールとの併用である。
３価以上のポリオール（１－２）としては、３～８価またはそれ以上の多価脂肪族アルコ
ール（グリセリン、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリト
ール、ソルビトールなど）；３価以上のフェノール類（トリスフェノールＰＡ、フェノー
ルノボラック、クレゾールノボラックなど）；上記３価以上のポリフェノール類のアルキ
レンオキサイド付加物などが挙げられる。
【００３９】
ポリカルボン酸（２）としては、ジカルボン酸（２－１）および３価以上のポリカルボン
酸（２－２）が挙げられ、（２－１）単独、および（２－１）と少量の（２－２）の混合
物が好ましい。ジカルボン酸（２－１）としては、アルキレンジカルボン酸（コハク酸、
アジピン酸、セバシン酸など）；アルケニレンジカルボン酸（マレイン酸、フマール酸な
ど）；芳香族ジカルボン酸（フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、ナフタレンジカル
ボン酸など）などが挙げられる。これらのうち好ましいものは、炭素数４～２０のアルケ
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ニレンジカルボン酸および炭素数８～２０の芳香族ジカルボン酸である。３価以上のポリ
カルボン酸（２－２）としては、炭素数９～２０の芳香族ポリカルボン酸（トリメリット
酸、ピロメリット酸など）などが挙げられる。なお、ポリカルボン酸（２）としては、上
述のものの酸無水物または低級アルキルエステル（メチルエステル、エチルエステル、イ
ソプロピルエステルなど）を用いてポリオール（１）と反応させてもよい。
【００４０】
ポリオール（１）とポリカルボン酸（２）の比率は、水酸基 [ＯＨ ]とカルボキシル基［Ｃ
ＯＯＨ］の当量比［ＯＨ］／［ＣＯＯＨ］として、通常２／１～１／１、好ましくは１．
５／１～１／１、さらに好ましくは１．３／１～１．０２／１である。
【００４１】
ポリイソシアネート（３）としては、脂肪族ポリイソシアネート（テトラメチレンジイソ
シアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、２，６－ジイソシアナトメチルカプロエ
ートなど）；脂環式ポリイソシアネート（イソホロンジイソシアネート、シクロヘキシル
メタンジイソシアネートなど）；芳香族ジイソシアネート（トリレンジイソシアネート、
ジフェニルメタンジイソシアネートなど）；芳香脂肪族ジイソシアネート（α，α，α '
，α '－テトラメチルキシリレンジイソシアネートなど）；イソシアヌレート類；前記ポ
リイソシアネートをフェノール誘導体、オキシム、カプローラクタムなどでブロックした
もの；およびこれら２種以上の併用が挙げられる。
【００４２】
ポリイソシアネート（３）の比率は、イソシアネート基［ＮＣＯ］と、水酸基を有するポ
リエステルの水酸基［ＯＨ］の当量比［ＮＣＯ］／［ＯＨ］として、通常５／１～１／１
、好ましくは４／１～１．２／１、さらに好ましくは２．５／１～１．５／１である。［
ＮＣＯ］／［ＯＨ］が５を越えると低温定着性が悪化する。［ＮＣＯ］のモル比が１未満
では、変性ポリエステル中のウレア含量が低くなり、耐ホットオフセット性が悪化する。
末端にイソシアネート基を有するプレポリマー（Ａ）中のポリイソシアネート（３）構成
成分の含有量は、通常０．５～４０重量％、好ましくは１～３０重量％、さらに好ましく
は２～２０重量％である。０．５重量％未満では、耐ホットオフセット性が悪化するとと
もに、耐熱保存性と低温定着性の両立の面で不利になる。また、４０重量％を越えると低
温定着性が悪化する。
【００４３】
イソシアネート基を有するプレポリマー（Ａ）中の１分子当たりに含有するイソシアネー
ト基は、通常１個以上、好ましくは、平均１．５～３個、さらに好ましくは、平均１．８
～２．５個である。１分子当たり１個未満では、ウレア変性ポリエステルの分子量が低く
なり、耐ホットオフセット性が悪化する。
【００４４】
アミン類（Ｂ）としては、ジアミン（Ｂ１）、３価以上のポリアミン（Ｂ２）、アミノア
ルコール（Ｂ３）、アミノメルカプタン（Ｂ４）、アミノ酸（Ｂ５）、およびＢ１～Ｂ５
のアミノ基をブロックしたもの（Ｂ６）などが挙げられる。ジアミン（Ｂ１）としては、
芳香族ジアミン（フェニレンジアミン、ジエチルトルエンジアミン、４，４’ジアミノジ
フェニルメタンなど）；脂環式ジアミン（４，４’－ジアミノ－３，３’ジメチルジシク
ロヘキシルメタン、ジアミンシクロヘキサン、イソホロンジアミンなど）；および脂肪族
ジアミン（エチレンジアミン、テトラメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミンなど）
などが挙げられる。３価以上のポリアミン（Ｂ２）としては、ジエチレントリアミン、ト
リエチレンテトラミンなどが挙げられる。アミノアルコール（Ｂ３）としては、エタノー
ルアミン、ヒドロキシエチルアニリンなどが挙げられる。アミノメルカプタン（Ｂ４）と
しては、アミノエチルメルカプタン、アミノプロピルメルカプタンなどが挙げられる。ア
ミノ酸（Ｂ５）としては、アミノプロピオン酸、アミノカプロン酸などが挙げられる。Ｂ
１～Ｂ５のアミノ基をブロックしたもの（Ｂ６）としては、前記Ｂ１～Ｂ５のアミン類と
ケトン類（アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンなど）から得られる
ケチミン化合物、オキサゾリン化合物などが挙げられる。これらアミン類（Ｂ）のうち好
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ましいものは、Ｂ１およびＢ１と少量のＢ２の混合物である。
【００４５】
さらに、必要により伸長停止剤を用いてウレア変性ポリエステルの分子量を調整すること
ができる。伸長停止剤としては、モノアミン（ジエチルアミン、ジブチルアミン、ブチル
アミン、ラウリルアミンなど）、およびそれらをブロックしたもの（ケチミン化合物）な
どが挙げられる。
【００４６】
アミン類（Ｂ）の比率は、イソシアネート基を有するプレポリマー（Ａ）中のイソシアネ
ート基［ＮＣＯ］と、アミン類（Ｂ）中のアミノ基［ＮＨｘ］の当量比［ＮＣＯ］／［Ｎ
Ｈｘ］として、通常１／２～２／１、好ましくは１．５／１～１／１．５、さらに好まし
くは１．２／１～１／１．２である。［ＮＣＯ］／［ＮＨｘ］が２を越えたり１／２未満
では、ウレア変性ポリエステル（ｉ）の分子量が低くなり、耐ホットオフセット性が悪化
する。本発明においては、ウレア結合で変性されたポリエステル（ｉ）中に、ウレア結合
と共にウレタン結合を含有していてもよい。ウレア結合含有量とウレタン結合含有量のモ
ル比は、通常１００／０～１０／９０であり、好ましくは８０／２０～２０／８０、さら
に好ましくは、６０／４０～３０／７０である。ウレア結合のモル比が１０％未満では、
耐ホットオフセット性が悪化する。
【００４７】
本発明のウレア変性ポリエステル（ｉ）は、ワンショット法、プレポリマー法により製造
される。ウレア変性ポリエステル（ｉ）の重量平均分子量は、通常１万以上、好ましくは
２万～１，０００万、さらに好ましくは３万～１００万である。１万未満では耐ホットオ
フセット性が悪化する。ウレア変性ポリエステルの数平均分子量は、後述の変性されてい
ないポリエステル（ ii）を用いる場合は特に限定されるものではなく、前記重量平均分子
量とするのに得やすい数平均分子量でよい。（ｉ）単独の場合は、数平均分子量は、通常
２０，０００以下、好ましくは１，０００～１０，０００、さらに好ましくは２，０００
～８，０００である。２０，０００を越えると低温定着性およびフルカラー装置に用いた
場合の光沢性が悪化する。
【００４８】
（未変性ポリエステル）
本発明においては、前記ウレア結合で変性されたポリエステル（ｉ）単独使用だけでなく
、この（ｉ）と共に、変性されていないポリエステル（ ii）をトナーバインダー成分とし
て含有させることもできる。（ ii）を併用することで、低温定着性およびフルカラー装置
に用いた場合の光沢性が向上し、単独使用より好ましい。（ ii）としては、前記（ｉ）の
ポリエステル成分と同様なポリオール（１）とポリカルボン酸（２）との重縮合物などが
挙げられ、好ましいものも（ｉ）と同様である。また、（ ii）は無変性のポリエステルだ
けでなく、ウレア結合以外の化学結合で変性されているものでもよく、例えばウレタン結
合で変性されていてもよい。（ｉ）と（ ii）は少なくとも一部が相溶していることが低温
定着性、耐ホットオフセット性の面で好ましい。したがって、（ｉ）のポリエステル成分
と（ ii）は類似の組成が好ましい。（ ii）を含有させる場合の（ｉ）と（ ii）の重量比は
、通常５／９５～８０／２０、好ましくは５／９５～３０／７０、さらに好ましくは５／
９５～２５／７５、特に好ましくは７／９３～２０／８０である。（ｉ）の重量比が５％
未満では、耐ホットオフセット性が悪化するとともに、耐熱保存性と低温定着性の両立の
面で不利になる。
【００４９】
（ ii）のピーク分子量は、通常１，０００～３０，０００、好ましくは１，５００～１０
，０００、さらに好ましくは２，０００～８，０００である。１，０００未満では耐熱保
存性が悪化し、１０，０００を越えると低温定着性が悪化する。（ ii）の水酸基価は５以
上であることが好ましく、さらに好ましくは１０～１２０、特に好ましくは２０～８０で
ある。５未満では耐熱保存性と低温定着性の両立の面で不利になる。（ ii）の酸価は通常
１～３０、好ましくは５～２０である。酸価を持たせることで負帯電性となりやすい傾向
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がある。
【００５０】
本発明において、トナーバインダーのガラス転移点（Ｔｇ）は通常５０～７０℃、好まし
くは５５～６５℃である。５０℃未満ではトナーの高温保管時のブロッキングが悪化し、
７０℃を越えると低温定着性が不充分となる。ウレア変性ポリエステル樹脂の共存により
、本発明の乾式トナーにおいては、公知のポリエステル系トナーと比較して、ガラス転移
点が低くても耐熱保存性が良好な傾向を示す。トナーバインダーの貯蔵弾性率としては、
測定周波数２０Ｈｚにおいて１０，０００ｄｙｎｅ／ｃｍ２ となる温度（ＴＧ’）が、通
常１００℃以上、好ましくは１１０～２００℃である。１００℃未満では耐ホットオフセ
ット性が悪化する。トナーバインダーの粘性としては、測定周波数２０Ｈｚにおいて１，
０００ポイズとなる温度（Ｔη）が、通常１８０℃以下、好ましくは９０～１６０℃であ
る。１８０℃を越えると低温定着性が悪化する。すなわち、低温定着性と耐ホットオフセ
ット性の両立の観点から、ＴＧ’はＴηより高いことが好ましい。言い換えるとＴＧ’と
Ｔηの差（ＴＧ’－Ｔη）は０℃以上が好ましい。さらに好ましくは１０℃以上であり、
特に好ましくは２０℃以上である。差の上限は特に限定されない。また、耐熱保存性と低
温定着性の両立の観点から、ＴηとＴｇの差は０～１００℃が好ましい。さらに好ましく
は１０～９０℃であり、特に好ましくは２０～８０℃である。
【００５１】
（離型 ）
　また、トナーバインダー、着色剤とともにワックスを含有させることもできる。本発明
のワックスとしては公知のものが使用でき、例えばポリオレフィンワッックス（ポリエチ
レンワックス、ポリプロピレンワックスなど）；長鎖炭化水素（パラフィンワッックス、
サゾールワックスなど）；カルボニル基含有ワックスなどが挙げられる。これらのうち好
ましいものは、カルボニル基含有ワックスである。カルボニル基含有ワックスとしては、
ポリアルカン酸エステル（カルナバワックス、モンタンワックス、トリメチロールプロパ
ントリベヘネート、ペンタエリスリトールテトラベヘネート、ペンタエリスリトールジア
セテートジベヘネート、グリセリントリベヘネート、１ ,１８－オクタデカンジオールジ
ステアレートなど）；ポリアルカノールエステル（トリメリット酸トリステアリル、ジス
テアリルマレエートなど）；ポリアルカン酸アミド（エチレンジアミンジベヘニルアミド
など）；ポリアルキルアミド（トリメリット酸トリステアリルアミドなど）；およびジア
ルキルケトン（ジステアリルケトンなど）などが挙げられる。これらカルボニル基含有ワ
ックスのうち好ましいものは、ポリアルカン酸エステルである。
【００５２】
本発明においては、特にエステル系ワックス、脱遊離脂肪酸型カルナウバワックス、モン
タンワックス及び酸化ライスワックスを単独又は組み合わせて使用することができる。エ
ステル系ワックスについては、特に分岐構造を有するものが離型効果が高く、好ましく用
いることができる。カルナウバワックスとしては、微結晶のものが良く、酸価が５以下で
あり、トナーバインダー中に分散したときの粒子径が１μｍ以下の粒径であるものが好ま
しい。モンタンワックスについては、一般に鉱物より精製されたモンタン系ワックスを指
し、カルナウバワックス同様、微結晶であり、酸価が５～１４であることが好ましい。酸
化ライスワックスは、米ぬかワックスを空気酸化したものであり、その酸価は１０～３０
が好ましい。各ワックスの酸価が各々の範囲未満であった場合、低温定着温度が上昇し低
温定着化が不充分となる。逆に酸価が各々の範囲を越えた場合、コールドオフセット温度
が上昇し低温定着化が不充分となる。ワックスの添加量としては、バインダー樹脂１００
重量部に対して１～１５重量部、好ましくは３～１０重量部の範囲で用いられる。１重量
部未満では、その離型効果が薄く所望の効果が得られにくい。また１５重量部を越えた場
合はキャリアへのスペントが顕著になる等の問題が生じた。
【００５３】
　なお、前記トナー中のワックス量は、トナーの製造に際して加えられるワックス量と、
グラフト重合体 （即ち変性体 、以下同）中に含まれるワックス部位との合計量を
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意味する。また、前記バインダー樹脂には、トナーの製造に際して加えられるバインダー
樹脂の他、変性体 及び変性体 に含まれるビニルポリマー樹脂が包含される。本発
明で云うバインダー樹脂は、このような混合樹脂を意味するものである。
【００５４】
　本発明の離型 としてのワックスの融点は、通常４０～１６０℃であり、好ましくは５
０～１２０℃、さらに好ましくは６０～９０℃である。融点が４０℃未満のワックスは耐
熱保存性に悪影響を与え、１６０℃を越えるワックスは低温での定着時にコールドオフセ
ットを起こしやすい。また、ワックスの溶融粘度は、融点より２０℃高い温度での測定値
として、５～１，０００ｃｐｓが好ましく、さらに好ましくは１０～１００ｃｐｓである
。１，０００ｃｐｓを越えるワックスは、耐ホットオフセット性、低温定着性への向上効
果に乏しい。トナー中のワックスの含有量は通常０～４０重量％であり、好ましくは３～
３０重量％である。
【００５５】
（帯電制御剤）
本発明のトナーは、必要に応じて帯電制御剤を含有してもよいが、有色材料を用いると色
の変化が起こるため、無色、白色に近い材料が好ましい。帯電制御剤としては公知のもの
が全て使用でき、例えば、トリフェニルメタン系染料、モリブデン酸キレート顔料、ロー
ダミン系染料、アルコキシ系アミン、４級アンモニウム塩（フッ素変性４級アンモニウム
塩を含む）、アルキルアミド、燐の単体または化合物、タングステンの単体または化合物
、フッ素系活性剤、サリチル酸金属塩及び、サリチル酸誘導体の金属塩等である。具体的
には第四級アンモニウム塩のボントロンＰ－５１、オキシナフトエ酸系金属錯体のＥ－８
２、サリチル酸系金属錯体のＥ－８４、フェノール系縮合物のＥ－８９（以上、オリエン
ト化学工業社製）、第四級アンモニウム塩モリブデン錯体のＴＰ－３０２、ＴＰ－４１５
（以上、保土谷化学工業社製）、第四級アンモニウム塩のコピーチャージＰＳＹ　ＶＰ２
０３８、トリフェニルメタン誘導体のコピーブルーＰＲ、第四級アンモニウム塩のコピー
チャージ　ＮＥＧ　ＶＰ２０３６、コピーチャージ　ＮＸ　ＶＰ４３４（以上、ヘキスト
社製）、ＬＲＡ－９０１、ホウ素錯体であるＬＲ－１４７（日本カーリット社製）、キナ
クリドン、アゾ系顔料、その他スルホン酸基、カルボキシル基、四級アンモニウム塩等の
官能基を有する高分子系の化合物が挙げられる。
【００５６】
本発明において荷電制御剤の使用量は、バインダー樹脂の種類、必要に応じて使用される
添加剤の有無、分散方法を含めたトナー製造方法によって決定されるもので、一義的に限
定されるものではないが、好ましくはバインダー樹脂１００重量部に対して、０．１～１
０重量部の範囲で用いられる。好ましくは、０．２～５重量部の範囲がよい。１０重量部
を越える場合にはトナーの帯電性が大きすぎ、主帯電制御剤の効果を減退させ、現像ロー
ラとの静電的吸引力が増大し、現像剤の流動性低下や、画像濃度の低下を招く。これらの
帯電制御剤はマスターバッチ、樹脂とともに溶融混練した後溶解分散させることもできる
し、有機溶剤に直接溶解、分散する際に加えても良いし、トナー表面にトナー粒子作製後
固定化させてもよい。
【００５７】
（樹脂微粒子）
本発明ではトナーに樹脂微粒子を添加してもよい。使用される樹脂微粒子は、水性分散体
を形成しうる樹脂であればいかなる樹脂も使用でき、熱可塑性樹脂でも熱硬化性樹脂でも
よいが、例えばビニル系樹脂、ポリウレタン樹脂、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂、ポ
リアミド樹脂、ポリイミド樹脂、ケイ素系樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、ユリア
樹脂、アニリン樹脂、アイオノマー樹脂、ポリカーボネート樹脂等が挙げられる。樹脂微
粒子としては、上記の樹脂を２種以上併用しても差し支えない。このうち好ましいのは、
微細球状樹脂粒子の水性分散体が得られやすい点から、ビニル系樹脂、ポリウレタン樹脂
、エポキシ樹脂、ポリエステル樹脂及びそれらの併用が好ましい。
【００５８】
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ビニル系樹脂としては、ビニル系モノマーを単独重合また共重合したポリマーで、例えば
、スチレン－（メタ）アクリル酸エステル樹脂、スチレン－ブタジエン共重合体、（メタ
）アクリル酸－アクリル酸エステル重合体、スチレン－アクリロニトリル共重合体、スチ
レン－無水マレイン酸共重合体、スチレン－（メタ）アクリル酸共重合体等が挙げられる
。
【００５９】
（外添剤）
本発明で得られた着色粒子の流動性や現像性、帯電性を補助するための外添剤としては、
無機微粒子を好ましく用いることができる。この無機微粒子の一次粒子径は、５ｍμ～２
μｍであることが好ましく、特に５ｍμ～５００ｍμであることが好ましい。また、ＢＥ
Ｔ法による比表面積は、２０～５００ｍ２ ／ｇであることが好ましい。この無機微粒子の
使用割合は、トナーの０．０１～５重量％であることが好ましく、特に０．０１～２．０
重量％であることが好ましい。無機微粒子の具体例としては、例えばシリカ、アルミナ、
酸化チタン、チタン酸バリウム、チタン酸マグネシウム、チタン酸カルシウム、チタン酸
ストロンチウム、酸化亜鉛、酸化スズ、ケイ砂、クレー、雲母、ケイ灰石、ケイソウ土、
酸化クロム、酸化セリウム、ペンガラ、三酸化アンチモン、酸化マグネシウム、酸化ジル
コニウム、硫酸バリウム、炭酸バリウム、炭酸カルシウム、炭化ケイ素、窒化ケイ素など
を挙げることができる。
【００６０】
この他、高分子系微粒子たとえばソープフリー乳化重合や懸濁重合、分散重合によって得
られるポリスチレン、メタクリル酸エステルやアクリル酸エステル共重合体やシリコーン
、ベンゾグアナミン、ナイロンなどの重縮合系、熱硬化性樹脂による重合体粒子が挙げら
れる。
【００６１】
このような流動化剤は表面処理を行なって、疎水性を上げ、高湿度下においても流動特性
や帯電特性の悪化を防止することができる。例えばシランカップリング剤、シリル化剤、
フッ化アルキル基を有するシランカップリング剤、有機チタネート系カップリング剤、ア
ルミニウム系のカップリング剤、シリコーンオイル、変性シリコーンオイルなどが好まし
い表面処理剤として挙げられる。
【００６２】
感光体や一次転写媒体に残存する転写後の現像剤を除去するためのクリーニング性向上剤
としては、例えばステアリン酸亜鉛、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸など脂肪酸
金属塩、例えばポリメチルメタクリレート微粒子、ポリスチレン微粒子などのソープフリ
ー乳化重合などによって製造された、ポリマー微粒子などを挙げることかできる。ポリマ
ー微粒子は比較的粒度分布が狭く、重量平均粒径が０．０１～１μｍのものが好ましい。
【００６３】
（製造方法）
トナーバインダーは以下の方法などで製造することができる。ポリオール（１）とポリカ
ルボン酸（２）を、テトラブトキシチタネート、ジブチルチンオキサイドなど公知のエス
テル化触媒の存在下、１５０～２８０℃に加熱し、必要により減圧としながら生成する水
を溜去して、水酸基を有するポリエステルを得る。次いで４０～１４０℃にて、これにポ
リイソシアネート（３）を反応させ、イソシアネート基を有するプレポリマー（Ａ）を得
る。さらに（Ａ）にアミン類（Ｂ）を０～１４０℃にて反応させ、ウレア結合で変性され
たポリエステルを得る。（３）を反応させる際および（Ａ）と（Ｂ）を反応させる際には
、必要により溶剤を用いることもできる。使用可能な溶剤としては、芳香族溶剤（トルエ
ン、キシレンなど）；ケトン類（アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケト
ンなど）；エステル類（酢酸エチルなど）；アミド類（ジメチルホルムアミド、ジメチル
アセトアミドなど）およびエーテル類（テトラヒドロフランなど）などのイソシアネート
（３）に対して不活性なものが挙げられる。ウレア結合で変性されていないポリエステル
（ ii）を併用する場合は、水酸基を有するポリエステルと同様な方法で（ ii）を製造し、
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これを前記（ｉ）の反応完了後の溶液に溶解し、混合する。
【００６４】
　本発明の乾式トナーは以下の方法で製造することができるが勿論これらに限定されるこ
とはない。
（水系媒体中でのトナー製造法）
　本発明に用いる水系媒体としては、水単独でもよいが、水と混和可能な溶剤を併用する
こともできる。混和可能な溶剤としては、アルコール（メタノール、イソプロパノール、
エチレングリコールなど）、ジメチルホルムアミド、テトラヒドロフラン、セルソルブ類
（メチルセルソルブなど）、低級ケトン類（アセトン、メチルエチルケトンなど）などが
挙げられる。
　トナー粒子は、水系媒体中でイソシアネート基を有するプレポリマー（Ａ）からなる分
散体を、アミン類（Ｂ）と反応させて形成しても良いし、あらかじめ製造したウレア変性
ポリエステル（ｉ）を用いても良い。水系媒体中でウレア変性ポリエステル（ｉ）やプレ
ポリマー（Ａ）からなる分散体を安定して形成させる方法としては、水系媒体中にウレア
変性ポリエステル（ｉ）やプレポリマー（Ａ）からなるトナー原料の組成物を加えて、せ
ん断力により分散させる方法などが挙げられる。プレポリマー（Ａ）と他のトナー組成物
材料である（以下トナー原料と呼ぶ）着色剤、着色剤マスターバッチ、離型 、荷電制御
剤、未変性ポリエステル樹脂などは、水系媒体中で分散体を形成させる際に混合してもよ
いが、あらかじめトナー原料を混合した後、水系媒体中にその混合物を加えて分散させた
ほうがより好ましい。また、本発明においては、着色 電制御剤などの他のトナー原
料は、必ずしも、水系媒体中で粒子を形成させるときに混合しておく必要はなく、粒子を
形成せしめた後、添加してもよい。たとえば、着色剤を含まない粒子を形成させた後、公
知の染着の方法で着色剤を添加することもできる。
【００６５】
分散の方法としては特に限定されるものではないが、低速せん断式、高速せん断式、摩擦
式、高圧ジェット式、超音波などの公知の設備が適用できる。分散体の粒径を２～２０μ
ｍにするために高速せん断式が好ましい。高速せん断式分散機を使用した場合、回転数は
特に限定はないが、通常１，０００～３０，０００ｒｐｍ、好ましくは５，０００～２０
，０００ｒｐｍである。分散時間は特に限定はないが、バッチ方式の場合は、通常０．１
～５分である。分散時の温度としては、通常、０～１５０℃（加圧下）、好ましくは４０
～９８℃である。高温なほうが、ウレア変性ポリエステル（ｉ）やプレポリマー（Ａ）か
らなる分散体の粘度が低く、分散が容易な点で好ましい。
【００６６】
ウレア変性ポリエステル（ｉ）やプレポリマー（Ａ）を含むトナー組成物材料１００部に
対する水系媒体の使用量は、通常５０～２，０００重量部、好ましくは１００～１，００
０重量部である。５０重量部未満ではトナー組成物材料の分散状態が悪く、所定の粒径の
トナー粒子が得られない。２，０００重量部を越えると経済的でない。また、必要に応じ
て、分散剤を用いることもできる。分散剤を用いたほうが、粒度分布がシャープになると
ともに分散が安定である点で好ましい。
【００６７】
プレポリマー（Ａ）からウレア変性ポリエステル（ｉ）を合成する工程は水系媒体中でト
ナー組成物材料を分散する前にアミン類（Ｂ）を加えて反応させても良いし、水系媒体中
に分散した後にアミン類（Ｂ）を加えて粒子界面から反応を起こしても良い。この場合製
造されるトナー表面に優先的にウレア変性ポリエステルが生成し、粒子内部で濃度勾配を
設けることもできる。
【００６８】
トナー組成物材料が分散された油性相を水が含まれる液体に乳化、分散するための分散剤
としてアルキルベンゼンスルホン酸塩、α－オレフィンスルホン酸塩、リン酸エステルな
どの陰イオン界面活性荊、アルキルアミン塩、アミノアルコール脂肪酸誘導体、ポリアミ
ン脂肪酸誘導体、イミダゾリンなどのアミン塩型や、アルキルトリメチルアンモニム塩、
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ジアルキルジメチルアンモニウム塩、アルキルジメチルベンジルアンモニウム塩、ピリジ
ニウム塩、アルキルイソキノリニウム塩、塩化ベンゼトニウムなどの四級アンモニウム塩
型の陽イオン界面活性剤、脂肪酸アミド誘導体、多価アルコール誘導体などの非イオン界
面活性剤、例えばアラニン、ドデシルジ（アミノエチル）グリシン、ジ（オクチルアミノ
エチル）グリシンやＮ－アルキル－Ｎ ,Ｎ－ジメチルアンモニウムべタインなどの両性界
面活性剤が挙げられる。
【００６９】
またフルオロアルキル基を有する界面活性剤を用いることにより、非常に少量でその効果
を上げることができる。好ましく用いられるフルオロアルキル基を有するアニオン性界面
活性剤としては、炭素数２～１０のフルオロアルキルカルボン酸及びその金属塩、パーフ
ルオロオクタンスルホニルグルタミン酸ジナトリウム、３－［オメガーフルオロアルキル
（Ｃ６～Ｃ１１）オキシ］－１－アルキル（Ｃ３～Ｃ４）スルホン酸ナトリウム、３－［
オメガーフルオロアルカノイル（Ｃ６～Ｃ８）－Ｎ－エチルアミノ］－１－プロパンスル
ホン酸ナトリウム、フルオロアルキル（Ｃ１１～Ｃ２０）カルボン酸及び金属塩、パーフ
ルオロアルキルカルボン酸（Ｃ７～Ｃ１３）及びその金属塩、パーフルオロアルキル（Ｃ
４～Ｃ１２）スルホン酸及びその金属塩、パーフルオロオクタンスルホン酸ジエタノール
アミド、Ｎ－プロピル－Ｎ－（２ヒドロキシエチル）パーフルオロオクタンスルホンアミ
ド、パーフルオロアルキル（Ｃ６～Ｃ１０）スルホンアミドプロピルトリメチルアンモニ
ウム塩、パーフルオロアルキル（Ｃ６～Ｃ１０）－Ｎ－エチルスルホニルグリシン塩、モ
ノパーフルオロアルキル（Ｃ６～Ｃ１６）エチルリン酸エステルなどが挙げられる，
【００７０】
商品名としては、サーフロンＳ－１１１、Ｓ－１１２、Ｓ－１１３（旭硝子社製）、フロ
ーラドＦＣ－９３、ＦＣ－９５、ＦＣ－９８、ＦＣ－ｌ２９（住友３Ｍ社製）、ユニダイ
ンＤＳ－１０１、ＤＳ－ｌ０２、（タイキン工莱社製）、メガファックＦ－ｌｌ０、Ｆ－
ｌ２０、Ｆ－１１３、Ｆ－１９１、Ｆ－８１２、Ｆ－８３３（大日本インキ社製）、エク
トップＥＦ－１０２、ｌ０３、１０４、１０５、１１２、１２３Ａ、１２３Ｂ、３０６Ａ
、５０１、２０１、２０４、（トーケムプロダクツ社製）、フタージェントＦ－１００、
Ｆ１５０（ネオス社製）などが挙げられる。
【００７１】
また、カチオン界面活性剤としては、フルオロアルキル基を右する脂肪族一級、二級もし
くは二級アミン酸、パーフルオロアルキル（Ｃ６～Ｃ１０）スルホンアミドプロピルトリ
メチルアンモニウム塩などの脂肪族４級アンモニウム塩、ベンザルコニウム塩、塩化ベン
ゼトニウム、ピリジニウム塩、イミダゾリニウム塩、商品名としてはサーフロンＳ－ｌ２
１（旭硝子社製）、フローラドＦＣ－１３５（住友３Ｍ社製）、ユニダインＤＳ－２０２
（ダイキンエ業杜製）、メガファックＦ－１５０、Ｆ－８２４（大日本インキ社製）、エ
クトップＥＦ－ｌ３２（トーケムプロダクツ社製）、フタージェントＦ－３００（ネオス
社製）などが挙げられる。
【００７２】
また水に難溶の無機化合物分散剤としてリン酸三カルシウム、炭酸カルシウム、酸化チタ
ン、コロイダルシリカ、ヒドロキシアパタイトなども用いることができる。
また高分子系保護コロイドにより分散液滴を安定化させても良い。例えばアクリル酸、メ
タクリル酸、α－シアノアクリル酸、α－シアノメタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸
、フマール酸、マレイン酸または無水マレイン酸などの酸類、あるいは水酸基を含有する
（メタ）アクリル系単量体、例えばアクリル酸β－ヒドロキシエチル、メタクリル酸β－
ヒドロキシエチル、アクリル酸β－ヒドロキシプロビル、メタクリル酸β－ヒドロキシプ
ロピル、アクリル酸γ－ヒドロキシプロピル、メタクリル酸γ－ヒドロキシプロピル、ア
クリル酸３－クロロ２－ヒドロキシプロビル、メタクリル酸３－クロロ－２－ヒドロキシ
プロピル、ジエチレングリコールモノアクリル酸エステル、ジエチレングリコールモノメ
タクリル酸エステル、グリセリンモノアクリル酸エステル、グリセリンモノメタクリル酸
エステル、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メチロールメタクリルアミドなど、ビニ
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ルアルコールまたはビニルアルコールとのエーテル類、例えばビニルメチルエーテル、ビ
ニルエチルエーテル、ビニルプロピルエーテルなど、またはビニルアルコールとカルボキ
シル基を含有する化合物のエステル類、例えば酢酸ビニル、プロピオン酸ピニル、酪酸ピ
ニルなど、アクリルアミド、メタクリルアミド、ジアセトンアクリルアミドあるいはこれ
らのメチロール化合物、アクリル酸クローライド、メタクリル酸クローライドなどの酸ク
ローライド類、ピニルビリジン、ビニルピロリドン、ビニルイミダゾール、エチレンイミ
ンなどの窒素原子、またはその複素環を有するものなどのホモポリマーまたは共重合体、
ポリオキシエチレン、ポリオキシプロピレン、ポリオキシエチレンアルキルアミン、ポリ
オキシプロピレンアルキルアミン、ポリオキシエチレンアルキルアミド、ポリオキシプロ
ピレンアルキルアミド、ポリオキシエチレンノニルフエニルエーテル、ポリオキシエチレ
ンラウリルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルフェニルエステル、ポリオ
キシエチレンノニルフェニルエステルなどのポリオキシエチレン系、メチルセルロース、
ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースなどのセルロース類などが
使用できる。
【００７３】
なお、分散安定剤としてリン酸カルシウム塩などの酸、アルカリに溶解可能なものを用い
た場合は、塩酸等の酸により、リン酸カルシウム塩を溶解した後、水洗するなどの方法に
よって、微粒子からリン酸カルシウム塩を除去する。その他酵素による分解などの操作に
よっても除去できる。
【００７４】
分散剤を使用した場合には、該分散剤がトナー粒子表面に残存したままとすることもでき
るが、伸長および／または架橋反応後、洗浄除去するほうがトナーの帯電面から好ましい
。
さらに、トナー組成物材料の粘度を低くするために、ウレア変性ポリエステル（ｉ）やプ
レポリマー（Ａ）が可溶の溶剤を使用することもできる。溶剤を用いたほうが、粒度分布
がシャープになる点で好ましい。該溶剤は沸点が１００℃未満の揮発性であることが、除
去が容易である点から好ましい。該溶剤としては、例えば、トルエン、キシレン、ベンゼ
ン、四塩化炭素、塩化メチレン、１，２－ジクロロエタン、１，１，２－トリクロロエタ
ン、トリクロロエチレン、クロロホルム、モノクロロベンゼン、ジクロロエチリデン、酢
酸メチル、酢酸エチル、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンなどを単独あるい
は２種以上組み合わせて用いることができる。特に、トルエン、キシレン等の芳香族系溶
媒および塩化メチレン、１，２－ジクロロエタン、クロロホルム、四塩化炭素等のハロゲ
ン化炭化水素が好ましい。プレポリマー（Ａ）１００部に対する溶剤の使用量は、通常０
～３００部、好ましくは０～１００部、さらに好ましくは２５～７０部である。溶剤を使
用した場合は、伸長および／または架橋反応後、常圧または減圧下にて加温し除去する。
伸長および／または架橋反応時間は、プレポリマー（Ａ）の有するイソシアネート基構造
とアミン類（Ｂ）の組み合わせによる反応性により選択されるが、通常１０分～４０時間
、好ましくは２～２４時間である。反応温度は、通常、０～１５０℃、好ましくは４０～
９８℃である。また、必要に応じて公知の触媒を使用することができる。具体的にはジブ
チルチンラウレート、ジオクチルチンラウレートなどが挙げられる。
【００７５】
得られた乳化分散体から有機溶媒を除去するためには、系全体を徐々に昇温し、液滴中の
有機溶媒を完全に蒸発除去する方法を採用することができる。あるいはまた、乳化分散体
を乾燥雰囲気中に噴霧して、液滴中の非水溶性有機溶媒を完全に除去してトナー微粒子を
形成し、合わせて水系分散剤を蒸発除去することも可能である。乳化分散体が噴霧される
乾燥雰囲気としては、空気、窒素、炭酸ガス、燃焼ガス等を加熱した気体、特に使用され
る最高沸点溶媒の沸点以上の温度に加熱された各種気流が一般に用いられる。スプレイド
ライアー、ベルトドライアー、ロータリーキルンなどの短時間の処理で充分目的とする品
質が得られる。
【００７６】
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乳化分散時の粒度分布が広く、その粒度分布を保って洗浄、乾燥処理が行なわれた場合、
所望の粒度分布に分級して粒度分布を整えることができる。
分級操作は液中でサイクロン、デカンター、遠心分離等により、微粒子部分を取り除くこ
とができる。もちろん乾燥後に粉体として取得した後に分級操作を行なっても良いが、液
体中で行なうことが効率の面で好ましい。得られた不要の微粒子、または粗粒子は再び混
練工程に戻して粒子の形成に用いることができる。その際微粒子、または粗粒子はウェッ
トの状態でも構わない。用いた分散剤は得られた分散液からできるだけ取り除くことが好
ましいが、先に述べた分級操作と同時に行なうのが好ましい。
【００７７】
得られた乾燥後のトナーの粉体と離型剤微粒子、帯電制御性微粒子、流動化剤微粒子、着
色剤微粒子などの異種粒子とともに混合したり、混合粉体に機械的衝撃力を与えることに
よって表面で固定化、融合化させ、得られる複合体粒子の表面からの異種粒子の脱離を防
止することができる。
具体的手段としては、高速で回転する羽根によって混合物に衝撃力を加える方法、高速気
流中に混合物を投入し、加速させ、粒子同士または複合化した粒子を適当な衝突板に衝突
させる方法などがある。装置としては、オングミル（ホソカワミクロン社製）、Ｉ式ミル
（日本ニューマチック社製）を改造して、粉砕エアー圧カを下げた装置、ハイブリダイゼ
イションシステム（奈良機械製作所社製）、クリプトロンシステム（川崎重工業社製）、
自動乳鉢などが挙げられる。
【００７８】
（二成分用キャリア）
本発明のトナーを２成分系現像剤に用いる場合には、磁性キャリアと混合して用いれば良
く、現像剤中のキャリアとトナーの含有比は、キャリア１００重量部に対してトナー１～
１０重量部が好ましい。磁性キャリアとしては、粒子径２０～２００μｍ程度の鉄粉、フ
ェライト粉、マグネタイト粉、磁性樹脂キャリアなど従来から公知のものが使用できる。
また、被覆材料としては、アミノ系樹脂、例えば尿素－ホルムアルデヒド樹脂、メラミン
樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ユリア樹脂、ポリアミド樹脂、エポキシ樹脂等が挙げられ
る。またポリビニルおよびポリビニリデン系樹脂、例えばアクリル樹脂、ポリメチルメタ
クリレート樹脂、ポリアクリロニトリル樹脂、ポリ酢酸ビニル樹脂、ポリビニルアルコー
ル樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリスチレン樹脂およびスチレンアクリル共重合樹
脂等のポリスチレン系樹脂、ポリ塩化ビニル等のハロゲン化オレフィン樹脂、ポリエチレ
ンテレフタレート樹脂およびポリブチレンテレフタレート樹脂等のポリエステル系樹脂、
ポリカーボネート系樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリ弗化ビニル樹脂、ポリ弗化ビニリデン
樹脂、ポリトリフルオロエチレン樹脂、ポリヘキサフルオロプロピレン樹脂、弗化ビニリ
デンとアクリル単量体との共重合体、弗化ビニリデンと弗化ビニルとの共重合体、テトラ
フルオロエチレンと弗化ビニリデンと非弗化単量体とのターポリマー等のフルオロターポ
リマー、およびシリコーン樹脂等が使用できる。また必要に応じて、導電粉等を被覆樹脂
中に含有させてもよい。導電粉としては、金属粉、カーボンブラック、酸化チタン、酸化
錫、酸化亜鉛等が使用できる。これらの導電粉は、平均粒子径１μｍ以下のものが好まし
い。平均粒子径が１μｍよりも大きくなると、電気抵抗の制御が困難になる。また、本発
明のトナーはキャリアを使用しない１成分系の磁性トナーあるいは、非磁性トナーとして
も用いることができる。
【００７９】
【実施例】
　以下、実施例により本発明を更に説明するが、本発明はこれに限定されるものではない
。以下、部は重量部を示す。
　次に変性体 等の結着樹脂成分のトナーの製造例を示す。
（変性体 の製造例－１）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部、ワック
スとしての低分子量ポリエチレン（三洋化成工業（株）製　サンワックスＬＥＬ－４００
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：軟化点１２８℃）：１５０部を入れ充分溶解し、窒素置換後、スチレン：５９４部、メ
タクリル酸メチル：２５５部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：
３４．３部およびキシレン：１２０部の混合溶液を℃で２時間で滴下し重合し、さらにこ
の温度で１時間保持した。次いで脱溶剤を行ない、平均エステル基濃度：１３．２％、数
平均分子量：３，３００、重量平均分子量：１２，０００、ガラス転移点：６５．２℃の
変性体 （ａ）を得た。
【００８０】
（変性体 の製造例－２）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部、カルナ
ウバワックス（東亜化成（株）製：軟化点７５℃）：１５０部を入れ充分溶解し、窒素置
換後、スチレン：５９４部、メタクリル酸メチル：２５５部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシ
ヘキサヒドロテレフタレート：３４．３部およびキシレン：１２０部の混合溶液を１６０
℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時間保持した。次いで脱溶剤を行ない、
平均エステル基濃度：１３．２％、数平均分子量：３，４００、重量平均分子量：１２，
３００、ガラス転移点：６４．８℃の変性体 （ｂ）を得た。
【００８１】
（変性体 の製造例－３）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部、低分子
量ポリエチレン（三洋化成工業（株）製　サンワックスＬＥＬ－４００：軟化点１２８℃
）：２００部を入れ充分溶解し、窒素置換後、スチレン：６００部、アクリル酸ブチル：
２００部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：１６．１部およびキ
シレン：１２０部の混合溶液を１５５℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時
間保持した。次いで脱溶剤を行ない、平均エステル基濃度：８．５％、数平均分子量：５
，３００、重量平均分子量：１８，５００、ガラス転移点：５２．０℃の変性体 （ｃ
）を得た。
【００８２】
（変性体 の製造例－４）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部、低分子
量ポリプロピレン（三洋化成工業（株）製　ビスコール４４０Ｐ：軟化点１５３℃）：２
００部を入れ充分溶解し、窒素置換後、スチレン：２８０部、メタクリル酸メチル：５２
０部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：３２．３部およびキシレ
ン：１２０部の混合溶液を１５０℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時間保
持した。次いで脱溶剤を行ない、平均エステル 度：２８．６％、数平均分子量：３，
３００、重量平均分子量：１６，０００、ガラス転移点：５８．８℃の変性体 （ｄ）
を得た。
【００８３】
（変性体 の製造例－５）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４００部、低分子
量ポリプロピレン（三洋化成工業（株）製　ビスコール４４０Ｐ：軟化点１５３℃）：１
５０部を入れ充分溶解し、窒素置換後、スチレン：６６５部、アクリル酸ブチル：１８５
部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：８．５部およびキシレン：
１２０部の混合溶液を１６０℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時間保持し
た。次いで脱溶剤を行ない、平均エステル 度：７．４９％、数平均分子量：８，３０
０、重量平均分子量：２２，９００、ガラス転移点：６０．５℃の変性体 （ｅ）を得
た。
【００８４】
（変性体 の製造例－６）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部、低分子
量ポリプロピレン（三洋化成工業（株）製　ビスコール４４０Ｐ：軟化点１５３℃）：２
００部を入れ充分溶解し、窒素置換後、スチレン：２００部、メタクリル酸メチル：６０
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０部、ジ－ｔ－ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：３２．３部およびキシレ
ン：１２０部の混合溶液を１５０℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時間保
持した。次いで脱溶剤を行ない、平均エステル 度：３３．０％、数平均分子量：３，
２００、重量平均分子量：１７，０００、ガラス転移点：５５．３℃の変性体 （ｆ）
を得た。
【００８５】
（変性体 （ビニルポリマー）の製造例－７）
　温度計および攪拌機の付いたオートクレーブ反応槽中に、キシレン：４５０部を入れ充
分溶解し、窒素置換後、スチレン：７００部、メタクリル酸メチル：３００部、ジ－ｔ－
ブチルパーオキシヘキサヒドロテレフタレート：３４．３部およびキシレン：１２０部の
混合溶液を１５５℃で２時間で滴下し重合し、さらにこの温度で１時間保持した。次いで
脱溶剤を行ない、平均エステル 度：１３．２％、数平均分子量：３，５００、重量平
均分子量：９，１００、ガラス転移点：６８．８℃のビニルポリマー（ｇ）を得た。
【００８６】
＜有機微粒子エマルションの合成＞
（製造例１）
撹拌棒および温度計をセットした反応容器に、水：６８３部、メタクリル酸エチレンオキ
サイド付加物硫酸エステルのナトリウム塩 (エレミノールＲＳ－３０：三洋化成工業製 )：
１１部、スチレン：１３８部、メタクリル酸：１３８部、過硫酸アンモニウム：１部を仕
込み、４００回転／分で１５分間撹拌したところ、白色の乳濁液が得られた。加熱して、
系内温度７５℃まで昇温し５時間反応させた。さらに、１％過硫酸アンモニウム水溶液：
３０部を加え、７５℃で５時間熟成してビニル系樹脂（スチレン－メタクリル酸－メタク
リル酸エテレンオキサイド付加物硫酸エステルのナトリウム塩の共重合体）の水性分散液
［微粒子分散液１］を得た。［微粒子分散液１］をＬＡ－９２０で測定した体積平均粒径
は、０．１４μ mであった。［微粒子分散液１］の一部を乾燥して樹脂分を単離した。該
樹脂分のＴｇは１５２℃であった。
【００８７】
＜水相の調整＞
（製造例２）
水：９９０部、［微粒子分散液１］：８３部、ドデシルジフェニルェーテルジスルホン酸
ナトリウムの４８．５％水溶液（エレミノールＭＯＮ－７：三洋化成工業製）：３７部、
酢酸エチル：９０部を混合撹拌し、乳白色の液体を得た。これを［水相１］とする。
【００８８】
＜低分子ポリエステルの合成＞
（製造例３）
冷却管、撹拌機および窒素導入管の付いた反応容器中に、ビスフェノール Aエチレンオキ
サイド２モル付加物：２２９部、ビスフェノールＡプロピレンオキサイド３モル付加物：
５２９部、テレフタル酸：２０８部、アジピン酸：４６部およびジブチルチンオキサイド
：２部を入れ、常圧で２３０℃で８時間反応し、さらに１０～１５ｍｍＨｇの減圧で５時
聞反応した後、反応容器に無水トリメリット酸：４４部を入れ、１８０℃、常圧で２時間
反応し、［低分子ポリエステル１］を得た。［低分子ポリエステル１］は、数平均分子量
２，５００、重量平均分子量６，７００，Ｔｇ４３℃、酸価２５であった。
【００８９】
＜中間体ポリエステルの合成＞
（製造例４）
冷却管、撹拌機および窒索導入管の付いた反応容器中に、ビスフェノールＡエチレンオキ
サイド２モル付加物：６８２部、ビスフェノールＡプロピレンオキサイド２モル付加物：
８１部、テレフタル酸：２８３部、無水トリメリツト酸：２２部およびジブチルチンオキ
サイド：２部を入れ、常圧で２３０℃で８時間反応し、さらに１０～１５ｍｍＨｇの減圧
で５時間反応した［中間体ポリエステル１］を得た。［中間体ポリエステル１］は、数平
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均分子量２，１００、重量平均分子量９，５００、Ｔｇ５５℃、酸価０．５、水酸基価５
１であった。
【００９０】
次に、冷却管、撹拌機および窒素導入管の付いた反応容器中に、［中間体ポリエステル１
］：４１０部、イソホロンジイソシアネート：８９部、酢酸エチル：５００部を入れ１０
０℃で５時間反応し、［プレポリマー１］を得た。［プレポリマー１］の遊離イソシアネ
ート重量％は、１．５３％であった。
【００９１】
＜ケチミンの合成＞
（製造例５）
撹拌棒および温度計をセットした反応容器に、イソホロンジアミン：１７０部とメチルエ
チルケトン：７５部を仕込み、５０℃で５時間反応を行ない、［ケチミン化合物１］を得
た。［ケチミン化合物１］のアミン価は４１８であった。
【００９２】
以下に実施例における評価の方法及び条件を示す。
▲１▼光沢度
（ａ）定着ローラをＰＦＡチューブ被覆ローラに交換し、シリコーンオイル塗布装置を除
去したリコー製カラー複写機プリテール６５０改造機を用いて、１．０±０．１ｍｇ／ｃ
ｍ２ のトナーが現像されるように調整を行ない、定着ローラ表面温度が１６０℃のときの
ベタ画像サンプルの光沢度を、日本電色工業株式会社製のグロスメーターを用いて、入射
角度６０°の条件で計測した。なお、転写紙はリコーフルカラーＰＰＣ用紙タイプ６００
０＜７０Ｗを用いた。この光沢度は、値の高い程、光沢があり、鮮明で色再現性に優れた
画像を得るには、約１０％以上の光沢度が必要である。
なお、定着ローラは、厚さ２ｍｍのシリコンゴムに２５μｍのＰＦＡチューブを被覆して
あり、定着圧力は８０Ｋｇであり、ニップ幅は８ｍｍ、ニップの形状は定着ローラ側に凹
んでいる。定着ローラのヒーター出力は６５０Ｗ、加圧ローラのヒーター出力は４００Ｗ
を用いた。
【００９３】
（ｂ）リコー製プリンタ　ＩＰＳＩＯ８０００を改造して本来の定着装置を取り外して、
オイル塗布機構を除去した別の定着装置を取り付けられるようにし、定着装置の設定温度
を変えられるようにした。これに、（ａ）と同様に、１．０±０．１ｍｇ／ｃｍ２ のトナ
ーが現像されるように調整を行ない、定着ローラ表面温度が１６０℃のときのベタ画像サ
ンプルの光沢度を、日本電色工業株式会社製のグロスメーターを用いて、入射角度６０°
の条件で計測した。なお、転写紙はリコーフルカラーＰＰＣ用紙タイプ６０００＜７０Ｗ
を用いた。この光沢度は、値の高い程、光沢があり、鮮明で色再現性に優れた画像を得る
には、約１０％以上の光沢度が必要である。
なお、使用する定着装置は図１に示すベルト加熱定着装置で、定着ローラがシリコン発泡
体、加圧ローラの金属シリンダーがＳＵＳで厚さ１ｍｍ、加圧ローラのオフセット防止層
がＰＦＡチューブ＋シリコンゴムで厚さ１ｍｍ、加熱ローラが厚さ２ｍｍのアルミ、ベル
トの基体が５０μｍのポリイミド、ベルトのオフセット防止層が１５μｍのシリコンゴム
、面圧１×１０５ Ｐａ、線速２００ｍｍ／ｓｅｃの構成のものを用いた。
【００９４】
▲２▼オフセット性
光沢度の評価に用いたリコー製カラー複写機プリテール６５０改造機を用い、定着ローラ
の温度を５℃づつ変化させ、オフセットの発生し始める温度を測定した。なお、定着ロー
ラには、オイルを塗布しない条件で評価を行ない、転写紙はリコーフルカラーＰＰＣ用紙
タイプ６０００＜７０Ｗを用いた。
評価結果は以下のように表わした。
◎：非常に高温までオフセットが発生せず非常に耐オフセット性に優れる。
○：高温までオフセットが発生せずに耐オフセット性に優れる。
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△：耐オフセット性が不充分だが、微量のシリコンオイル（０．５～１ｍｇ／Ａ４サイズ
）を塗布すれば耐オフセット性は満足する。
×：低温からオフセットが発生し、微量のシリコンオイルを塗布しても耐オフセット性に
劣る
【００９５】
▲３▼転写性
光沢度の評価と同様の複写機を用い、転写紙に転写中に複写機を停止させ、中間転写ベル
ト上に残存しているトナー量を目視で確認し以下のランク付けを行なった。
◎：転写残トナーが非常に少なく転写性に優れる。
○：転写残トナーが少なく転写性に優れる。
△：従来のワックス含有カラートナーと同等の転写性
×：転写残トナーが非常に多く転写性に劣る。
【００９６】
▲４▼耐久性
光沢度の評価と同様のプリンタ（ｂ）を用い、画像面積１０％のテストチャートを５万枚
複写し現像剤の帯電量の低下度合いで評価した。
◎：帯電量の低下が非常に少なく耐久性に優れる。
○：帯電量の低下が少なく耐久性に優れる。
△：従来のワックス含有カラートナーと同等の耐久性
×：帯電量の低下が非常に多く耐久性に劣る。
【００９７】
▲５▼湿度に対する帯電の安定性
１０℃／１５％ＲＨ及び３０℃／９０％ＲＨの条件で二成分現像剤を作製し、ブローオフ
法で測定した帯電量の絶対値をそれぞれＬ、Ｈ（μｃ／ｇ）とすると、環境変動率は次式
で表わされる。環境変動率は少なくとも４０％程度以下が望まれ、より好ましくは２０％
以下である。
【００９８】
【数１】
環境変動率＝２（Ｌ－Ｈ）／（Ｌ＋Ｈ）×１００　（％）
【００９９】
表１における評価基準を以下に示す。
◎：環境変動率が２０％以下
○：環境変動率が２１～４０％
△：環境変動率が４１～７０％
×：環境変動率が７１％以上
【０１００】
▲６▼細線再現性
各現像剤に関して、画像評価テストを行ない、細線再現性について官能評価試験により以
下の判定基準により５段階に評価した。
優：◎、良：○、□：普通、△：悪い、×：最悪
【０１０１】
（実施例１）
＜油相の作製＞
　撹拌棒および温度計をセットした容器に、［低分子ポリエステル１］：５７８部、合成
エステルＷＡＸ：９０部、変性体 ａ：１８０部、ＣＣＡ（サリチル酸金属錯体Ｅ－８
４：オリエント化学工業）：２２部、酢酸エチル：９４７部を仕込み、撹拌下８０℃に昇
温し、８０℃のまま５時間保持した後、１時問で３０℃に冷却した。次いで容器に C.I. P
igment Red 122（ Magenta R：東洋インキ製）：３００部、酢酸エチル：５００部を仕込
み、１時間混合し［原料溶解液１］を得た。
【０１０２】
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［原料溶解液１］：１３２４部を容器に移し、ビーズミル（ウルトラビスコミル、アイメ
ックス社製）を用いて、送液速度１ｋｇ／ｈｒ、ディスク周速度６ｍ／秒、０．５ｍｍジ
ルコニアビーズを８０体積％充填、３パスの条件で、顔料、ＷＡＸの分散を行なった。次
いで、［低分子ポリエステル１］の６５％酢酸エチル溶液：１，３２４部加え、上記条件
のビーズミルで１パスし、［顔料・ＷＡＸ分散液１］を得た。［顔料・ＷＡＸ分散液１］
の固形分濃度（１３０℃、３０分）は５０％であった。
【０１０３】
＜乳化⇒脱溶剤＞
［顔料・ＷＡＸ分散液１］：６６４部、［プレポリマー１］：１３９部、［ケチミン化合
物１］：５．９部を容器に入れ、ＴＫホモミキサー（特殊機化製）で５，０００ｒｐｍで
１分間混合した後、容器に［水相１］：１，２００部を加え、ＴＫホモミキサーで、回転
数１３，０００ｒｐｍで２０分間混合し［乳化スラリー１］を得た。
撹拌機および温度計をセットした容器に、［乳化スラリー１］を投入し、３０℃で８時間
脱溶剤した後、４５℃で４時間熟成を行ない、［分散スラリー１］を得た。
【０１０４】
＜洗浄⇒乾燥＞
［乳化スラリー１］：１００部を減圧濾過した後、
▲１▼：濾過ケーキにイオン交換水１００部を加え、ＴＫホモミキサーで混合（回転数１
２，０００ｒｐｍで１０分間）した後濾過した。
▲２▼：▲１▼の濾過ケーキに１０％水酸化ナトリウム水溶液：１００部を加え、ＴＫホ
モミキサーで混合（回転数１２，０００ｒｐｍで３０分間）した後、減圧濾過した。
▲３▼：▲２▼の濾過ケーキに１０％塩酸：１００部を加え、ＴＫホモミキサーで混合（
回転数１２，０００ｒｐｍで１０分間）した後濾過した。
▲４▼：▲３▼の濾過ケーキにイオン交換水３００部を加え、ＴＫホモミキサーで混合（
回転数１２，０００ｒｐｍで１０分間）した後濾過する操作を２回行ない［濾過ケーキ１
］を得た。
［濾過ケーキ１］を循風乾燥機にて４５℃で４８時間乾燥し、目開き７５μ mメッシュで
篩った後、トナー粒子：１００部に疎水性シリカ（ヘキサメチルジシラザン表面処理品、
比表面積：２００ｍ２ ／ｇ）：０．５部と、疎水化ルチル型酸化チタン（イソブチルトリ
メトキシシラン表面処理品、平均一次粒子径：０．０２μｍ）：０．５部をヘンシェルミ
キサーにて混合して、トナーａを得た。このトナーのＴＨＦ不溶解成分は１０％，ＴＨＦ
溶解成分のＧＰＣによる分子量Ｍｗは、約１８，０００であった。このトナーの画像光沢
を前記（ａ）の装置で確認したところ、光沢度２３％とカラートナーとして適した光沢が
得られ、前記（ｂ）の装置で確認したところ光沢度１５％であった。
【０１０５】
（実施例２）
＜ MBの合成＞
冷却管、撹拌機および窒素導入管の付いた反応容器中に、ビスフェノール Aプロピレンオ
キサイド２モル付加物：３１９部、ビスフェノールＡエチレンオキサイド２モル付加物：
４４９部、テレフタル酸：２４３部、アジピン酸：５３部およびジブチルチンオキサイド
：２部を入れ、常圧で２３０℃で８時間反応し、さらに１０～１５ｍｍＨｇの減圧で５時
聞反応した後、反応容器に無水トリメリット酸：７部を入れ、１８０℃、常圧で２時間反
応し、［ＭＢ用ポリエステル１］を得た。［ＭＢ用ポリエステル１］は、数平均分子量１
，９００、重量平均分子量６，１００，Ｔｇ４３℃、酸価１．１であった。
水：３０部、 C.I. Pigment Red 122（ Magenta R：東洋インキ製）：４０部、［ＭＢ用ポ
リエステル１］：６０部を加え、ヘンシェルミキサー（三井鉱山社製）で混合し、顔料凝
集体中に水が染み込んだ混合物を得た。混合物を２本ロールを用いて１３０℃で４５分混
練後、圧延冷却しパルペライザーで粉砕、［マスターバッチ１］を得た。
【０１０６】
＜油相の作製＞
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　撹拌棒および温度計をセットした容器に、［低分子ポリエステル１］：３７８部、合成
エステルＷＡＸ：９０部、変性体 ａ：１８０部、ＣＣＡ（サリチル酸金属錯体Ｅ－８
４：オリエント化学工業）：２２部、酢酸エチル：９４７部を仕込み、撹拌下８０℃に昇
温し、８０℃のまま５時間保持した後、１時問で３０℃に冷却した。次いで容器に［マス
ターバッチ１］：５００部、酢酸エチル：５００部を仕込み、１時間混合し［原料溶解液
２］を得た。
　［原料溶解液２］：１，３２４部を容器に移し、ビーズミル（ウルトラビスコミル、ア
イメックス社製）を用いて、送液速度１ｋｇ／ｈｒ、ディスク周速度６ｍ／秒、０．５ｍ
ｍジルコニアビーズを８０体積％充填、３パスの条件で、カーボンブラック、ＷＡＸの分
散を行なった。次いで、［低分子ポリエステル１］の６５％酢酸エチル溶液：１３２４部
を加え、上記条件のビーズミルで１パスし、［顔料・ＷＡＸ分散液２］を得た。［顔料・
ＷＡＸ分散液２］の固形分濃度（１３０℃、３０分）は５０％であった。
【０１０７】
＜乳化⇒脱溶剤＞および＜洗浄⇒乾燥＞
［顔料・ＷＡＸ分散液１］を［顔料・ＷＡＸ分散液２］に変える以外は実施例１と同様に
してトナーｂを得た。
【０１０８】
（実施例３）
顔料・ＷＡＸ分散液と水相を混合して乳化スラリーを得る際、回転数１３，０００ｒｐｍ
のＴＫホモミキサーで混合する時間を２０分から１０分に変えること以外は実施例２と同
様にして、トナーｃを得た。
【０１０９】
（実施例４）
顔料・ＷＡＸ分散液と水相を混合して乳化スラリーを得る際、回転数１３，０００ｒｐｍ
のＴＫホモミキサーで混合する時間を２０分から４５分に変えること以外は実施例２と同
様にして、トナーｄを得た。
【０１１０】
（比較例１）
ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
（重量平均分子量５，９００、Ｔｇ６３℃、ＴＨＦ不溶解１２％）
合成エステルワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
マスターバッチ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２部
ステアリン酸亜鉛塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２部
以上の処方で２軸エクストルーダーを用いて１００℃で混練し、粉砕、分級しトナー粒子
を得た。ついで、トナー粒子：１００部に疎水性シリカ（ヘキサメチルジシラザン表面処
理品、比表面積：２００ｍ２ ／ｇ）：０．５部と、疎水化ルチル型酸化チタン（イソブチ
ルトリメトキシシラン表面処理品、平均一次粒子径：０．０２μｍ）：０．５部をヘンシ
ェルミキサーにて混合して、本発明の比較トナーｅを得た。なお、このトナーのＴＨＦ不
溶解成分は８％、ＴＨＦ溶解成分のＧＰＣによる分子量Ｍｗは、約１９，０００であった
。評価結果を表１に示す。
【０１１１】
（実施例５）
実施例１の中のポリエステル樹脂Ａを、ポリエステル樹脂Ｂ（ＴＨＦ不溶解分：１０重量
％、Ｍｗ：１００，０００、Ｔｇ６５℃、Ｔｍ１４５℃、ＳＰ値１０．７）に変えた以外
は実施例２と同様にしてトナーｆを得た。
【０１１２】
（実施例６）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｂに変えた以外は、実施例２と同様にトナー
ｇを作製した。
【０１１３】
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（実施例７）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｃに変えた以外は、実施例２と同様にトナー
ｈを作製した。
【０１１４】
（実施例８）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｄに変えた以外は、実施例２と同様にトナー
ｉを作製した。
【０１１５】
（実施例９）
実施例１の中の合成エステルワックスを脱遊離脂肪酸型カルナウバワックス（Ｍｐ８２℃
）５部に変えた以外は、実施例２と同様にトナーｊを作製した。
【０１１６】
（実施例１０）
実施例１の中の合成エステルワックスを低分子量ポリエチレン（Ｍｐ９２℃）５部に変え
た以外は、実施例２と同様にトナーｋを作製した。
【０１１７】
（実施例１１）
　実施例１の中の変性体 ａの割合１８０部を９０部に変えた以外は、実施例２と同様
にトナーｌを作製した。
【０１１８】
（実施例１２）
　実施例１の中の変性体 ａの割合１８０部を５．４部に変えた以外は、実施例１と同
様にトナーｍを作製した。
【０１１９】
（実施例１３）
　実施例１の中の変性体 １８０部を２７０部に変えた以外は、実施例１と同様にトナ
ーｎを作製した。
【０１２０】
（比較例２）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｅに変えた以外は、実施例２と同様に比較ト
ナーｏを作製した。
【０１２１】
（比較例３）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｆに変えた以外は、実施例２と同様にトナー
ｐを作製した。
【０１２２】
（比較例４）
　実施例１の中の変性体 ａを変性体 ｇに変えた以外は、実施２と同様にトナーｑ
を作製した。
【０１２３】
（比較例５）
　実施例１の変性体 ａを除いた以外は実施例１と同様なトナーを作製し、トナー母体
ｐを得た。このトナーｒの断面を透過型電子顕微鏡で観察したところ、ワックスが樹脂と
非相溶で海島状の相分離構造を有し、ワックスの分散粒径の長軸が３μｍと大きいものが
多数見られた。更に添加剤についても実施例２と同様なものを添加した。
　このトナーの色特性を光沢度を測定する複写機（ａ）を用いＯＨＰ用紙［ＴＹＰＥ　Ｐ
ＰＣ－ＤＸ（リコーエレメックス社製）］を用いた以外は光沢度と同様にサンプルを作製
し、ヘーズ度［全光線透過率に対する拡散光透過率の割合（曇り度または曇価とも言われ
ている）］を測定したところ、実施例のトナーに比べて４０％と悪く、実施例のトナーは
、全て３０％以下と良好であった。
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　表１に各トナー／現像剤の評価結果を示す。
【０１２４】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１２５】
【発明の効果】
以上、詳細且つ具体的な説明により明らかなように、本発明によって、適度な画像光沢が
あり色再現性に優れ、定着ローラに離型オイルを塗布しない、あるいはオイル塗布量をご
く微量とした定着方法でも充分なオフセット防止性があると同時に、転写性、耐久性、湿
度に対する帯電の安定性に優れたカラートナーを提供することができる。また、定着のウ
ェイト時間が短いベルト加熱定着方式を用いても適度な画像光沢があり、色再現性に優れ
、定着ローラに離型オイルを塗布しない、あるいはオイル塗布量をごく微量とした定着方
法でも充分なオフセット防止性があると同時に、転写性、耐久性、湿度に対する帯電の安
定性に優れたカラートナーを提供できる。
さらに、本発明により、本発明のトナーを具備したトナー容器及びその容器が装着された
画像形成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ベルト定着装置を示す説明図である。
【符号の説明】
Ｒ１　定着ローラ
Ｒ２　加圧ローラ
Ｒ３　加熱ローラ
Ｒ４　オイル塗布ローラ
Ｂ　　定着ベルト
Ｐ　　加圧バネ
Ｇ　　ガイド
Ｈ　　加熱源
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【 図 １ 】
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